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全
木
連
　　
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

１８

　
全
木
連
は
、
三
月
二
十
四
日
に
東
京
港
区
の
虎

ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
総
会
及
び
理
事
会
を
開
催
し
、

平
成
十
八
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
ほ
か
、

関
連
議
案
を
審
議
し
、
決
定
し
た
。
ま
た
、
五
月

九
日
に
開
催
す
る
総
会
に
提
出
す
る
平
成
十
七
年

度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
の
議
案
に
つ
い
て
承

認
し
た
。
全
木
協
連
、
木
退
共
も
同
様
に
理
事
会

を
開
催
し
て
、
五
月
の
通
常
総
会
に
提
出
す
る
議

案
を
中
心
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承

認
・
決
定
し
た
。
政
治
連
盟
も
こ
の
日
の
常
任
委

員
会
で
、
五
月
十
日
に
開
く
通
常
総
会
へ
の
提
出

議
案
を
審
議
し
、
承
認
・
決
定
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、
五
月
の
総
会
に
提
出

す
る
平
成
十
七
年
度
の
事
業
報
告
案
と

収
支
決
算
案
を
承
認
し
た
ほ
か
、
任
期

満
了
に
よ
る
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
、
役
員
選
考
委
員
会
に
よ

る
方
式
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
改

訂
基
本
方
針
へ
の
対
応
検
討
に
つ
い
て

審
議
し
た
。
違
法
伐
採
対
策
と
し
て
の

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
よ
る
合
法
木
材
調

達
へ
の
対
策
と
し
て
、
木
材
団
体
は
会

員
事
業
者
の
申
告
の
信
頼
性
を
保
証
す

る
措
置
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
当
面
は

林
野
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
団
体
認
定

に
よ
り
合
法
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備

を
早
急
に
図
る
。
そ
の
取
組
み
の
案
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

四
月
二
十
五
日
に
東
京
で
中
央
説
明
会

の
構
造
的
な
変
化
の
中
で
、
製
品
価
格

の
引
き
下
げ
、
経
費
の
増
高
な
ど
、
木

材
業
界
は
景
気
の
回
復
感
を
実
感
で
き

な
い
状
況
が
あ
る
。
全
木
協
連
の
平
成

十
七
年
の
事
業
実
行
状
況
は
、
中
型
グ

ル
ー
プ
共
済
の
加
入
者
の
激
減
等
厳
し

い
状
況
に
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
概

一
面
　
全
木
連
総
会
を
開
催
し
事
業
計

　
　
　
画
と
予
算
を
決
定
　
全
木
協
連

　
　
　
理
事
会
等
開
催

二
面
　
木
退
共
理
事
会
　
政
治
連
盟
常

　
　
　
任
委
員
会
開
催
　
全
木
連
事
業

　
　
　
計
画
の
要
旨

三
面
　
平
成
十
八
年
の
木
材
需
給
量
は

　
　
　
八
千
六
百
四
十
九
万
一
千
k

四
面
　
乾
燥
材
講
習
会
　
景
況
調
査

　
会
議
に
先
立
ち
、
庄
司
会
長
は
概
要

次
の
と
お
り
挨
拶
し
た
。

　
「
我
が
国
の
経
済
は
デ
フ
レ
の
終
息

を
確
認
し
て
い
る
が
、
地
域
間
、
業
種

間
に
は
依
然
と
し
て
格
差
が
残
っ
て
い

る
。
木
材
需
要
、
木
材
価
格
は
低
迷
し

て
お
り
、
木
材
業
界
は
閉
塞
感
を
払
拭

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
新
年
度
の
大

き
な
課
題
は
違
法
伐
採
対
策
で
あ
る
。

全
木
連
と
し
て
は
、
合
法
性
の
証
明
さ

れ
た
木
材
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
早

急
に
構
築
し
、
需
要
者
の
要
求
に
応
え

る
体
制
作
り
に
努
め
た
い
」

　
総
会
で
は
、
ま
ず
、
事
業
実
行
結
果

に
よ
る
収
支
の
増
減
に
伴
っ
て
、
十
七

年
度
の
予
算
を
補
正
し
た
。
ま
た
、
税

務
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
検
査
部
の

会
計
処
理
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
次
い
で
、
平
成
十
八
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
、
会
費
額
、
借
入
金
限

度
額
を
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
全
木
協
連
の
理
事
会
・
臨
時
総
会
は

全
木
連
の
会
議
に
続
い
て
開
か
れ
た
。

　
冒
頭
、
並
木
会
長
は
概
要
次
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。

　
「
我
が
国
の
経
済
は
回
復
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、
地
域
間
格
差
は
大
き
な

問
題
。
加
え
て
、
住
宅
産
業
な
ど
川
下

を
開
催
し
、
以
降
順
次
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

地
方
説
明
会
を
通
じ
、
浸
透
を
図
る
こ

と
と
な
る
予
定
。

　
ま
た
、
活
動
報
告
と
し
て
、
①
「
森

林
を
育
む
木
の
住
ま
い
普
及
推
進
事
業
」

の
平
成
十
八
年
度
取
り
組
み
方
針
②

「
木
づ
か
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」（
仮

称
）
資
格
検
討
案
③
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

改
定
案
の
概
要
④
輸
出
用
木
材
梱
包
材

規
制
等
の
動
向
⑤
第
三
十
三
回
Ｊ
Ａ
Ｓ

製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
の
受
賞
者
⑥

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
巡
る
状
況
⑦
環
境

税
及
び
地
方
森
林
環
境
税
の
現
状
⑧
Ｗ

Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
の
結
果
概
要
と
我
が
国

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
巡
る
状
況
⑨
平

成
十
八
年
度
林
野
庁
組
織
再
編
の
概
要

⑩
公
益
法
人
制
度
改
革
　
に
つ
い
て
、

報
告
し
て
会
議
を
終
了
し
た
。
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木
　退
　共
　理
　事
　会

政
治
連
盟
常
任
委
員
会

全
木
連
事
業
計
画
の
要
旨
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次
い
で
、
理
事
会
で
は
、
ま
ず
、
五

月
の
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審
議

し
、
①
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件
②
平
成
十
七
年
度
収
支
決
算
及
び

剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
③
平
成
十
八

年
度
事
業
計
画
決
定
の
件
④
平
成
十
八

年
度
収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
賦
課
金

決
定
の
件
⑥
同
加
入
金
決
定
の
件
⑦
同

借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
の
件
⑧
同
役

員
報
酬
決
定
の
件
に
つ
い
て
原
案
の
と

お
り
に
承
認
決
定
し
た
。

　
次
に
、
共
済
制
度
（
中
型
グ
ル
ー
プ

共
済
）
加
入
促
進
に
つ
い
て
、
協
力
要

請
を
し
、
最
後
に
、
リ
ー
ス
料
助
成
事

業
の
内
容
拡
充
に
つ
い
て
説
明
報
告
し

て
、
閉
会
し
た
。

　
木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
の
理
事
会

は
、
全
木
連
の
会
議
と
と
も
に
行
わ
れ
、

五
月
の
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審

議
し
、
①
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
承

認
の
件
②
平
成
十
七
年
度
収
支
決
算
承

認
の
件
③
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
決

定
の
件
④
平
成
十
八
年
度
収
支
予
算
決

定
の
件
⑤
同
入
会
金
及
び
会
費
決
定
の

件
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
承
認
決

定
し
た
。

　
全
国
木
材
産
業
政
治
連
盟
は
、
午
後

四
時
よ
り
常
任
委
員
会
を
行
い
、
通
常

総
会
提
出
議
案
の
平
成
十
七
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
決
算
、
平
成
十
八
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
を
原
案

の
と
お
り
承
認
決
定
し
た
。

　
三
月
二
十
四
日
の
総
会
で
決
ま
っ
た

全
木
連
の
事
業
計
画
は
次
の
五
点
が
重

要
事
項
で
あ
る
。
①
消
費
者
視
点
を
踏

ま
え
た
木
材
利
用
推
進
の
取
組
み
②
環

境
・
健
康
・
安
全
に
係
る
制
度
の
整
備

へ
の
対
応
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
推
進

と
新
た
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
見
直
し
へ
の

取
組
み
④
木
材
産
業
の
体
質
強
化
へ
の

ね
計
画
ど
お
り
進
捗
し
、
何
と
か
黒
字

で
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
見
通
し
。
会

員
の
ご
協
力
に
感
謝
。
十
八
年
度
以
降

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
共
済
事
業
に
多

く
を
望
め
な
い
状
況
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
、
共
同
事
業
、
共
済
事
業
の
立
直

し
を
は
か
り
、
事
業
収
入
の
確
保
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
も
と
で
、

補
助
事
業
の
効
率
的
な
実
施
を
は
か
り
、

業
界
の
お
役
に
立
て
た
い
。
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
」

　
会
議
で
は
、
ま
ず
、
臨
時
総
会
を
行

い
、
事
業
実
行
結
果
に
伴
っ
て
平
成
十

七
年
度
予
算
を
補
正
し
た
。

　
木
材
需
給
の
安
定
対
策

（１）　
木
材
加
工
・
流
通
の
合
理
化

（２）　
　
安
定
供
給
　

　
新
た
な
国
有
林
野
事
業
体
制
へ
の
対

（３）　
応

４
、
木
材
産
業
の
体
質
強
化
へ
の
取
組

〜
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）

と
情
報
公
開
〜

　
木
材
産
業
高
度
化
へ
の
取
組

（１）　
労
働
安
全
衛
生
の
確
保

（２）　
外
国
人
雇
用
問
題
と
受
け
入
れ
体
制

（３）　
整
備
へ
の
対
応
　

　
木
材
産
業
活
性
化
対
策
へ
の
取
組

（４）Ⅲ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

品
の
普
及
促
進

１
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
と
生

産
・
供
給
の
促
進
　

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
へ
の
取

（１）　
組

２
、
改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
へ
の
取
組

　
有
限
責
任
中
間
法
人
「
全
国
木
材
検

（１）　
査
・
研
究
協
会
」
へ
の
移
行
へ
の
取
組

　
製
材
等
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
改
正
へ
の
対
応

（２）　
〜
防
腐
処
理
薬
剤
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
化
へ
の

　
取
組
〜

３
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
促
進
の
取
組

　
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
促
進
の
取

（１）　
組

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
の

（２）　
見
直
し
検
討

４
、
そ
の
他
の
制
度
へ
の
取
組

　
輸
出
用
木
材
梱
包
材
の
「
消
毒
認
証

（１）　
機
関
」
と
し
て
の
業
務
の
適
格
な
実
施

　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
自
主
登
録
制
度

（２）　
の
適
格
な
実
施

　
Ａ
Ｑ
認
証
制
度
の
「
登
録
試
験
機
関
」

（３）　
と
し
て
の
適
格
な
実
施

　
輸
出
木
材
原
産
地
証
明
書
発
給
機
関

（４）　
の
検
討

　
輸
入
貨
物
の
木
材
梱
包
材
に
対
す
る

（５）　
検
疫
措
置
の
導
入
へ
の
対
応

　
　
日
本
へ
「
国
際
基
準
」
を
導
入
す

　
る
こ
と
へ
の
対
応
　

　
新
た
な
資
格
・
認
証
制
度
等
の
創
設

（６）　
に
向
け
て
の
検
討

Ⅳ
、
環
境
対
策
の
推
進

１
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の
取
組

〜
情
報
の
伝
達
の
徹
底
〜

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
へ
の
積
極
的
取

（１）　
組

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

（２）　
へ
の
対
応

　
木
質
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
対
応

（３）　
違
法
伐
採
対
策
へ
の
取
組

（４）　
森
林
認
証
と
木
材
ラ
ベ
リ
ン
グ
へ
の

（５）　
取
組

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
へ
の
対
応

（６）２
、
健
康
・
安
全
対
策
へ
の
取
組
み

　
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
へ
の
取
組

（１）　
揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の

（２）　
健
康
へ
の
影
響
問
題
へ
の
対
応

　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
へ
の
取
組

（３）　
木
質
建
材
か
ら
放
散
さ
れ
る
化
学
物

（４）　
質
へ
の
対
応
に
関
す
る
懇
談
会
へ
の

　
対
応

３
、
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
十

ケ
年
対
策
の
促
進
へ
の
取
組

　
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の

（１）　
促
進
へ
の
取
組

　
環
境
税
（
仮
称
）
創
設
へ
の
取
組

（２）Ⅴ
、
制
度
改
正
・
創
設
等
へ
の
対
応

１
、
建
築
関
連
諸
制
度
の
改
正
、
創
設

へ
の
対
応

２
、
金
融
制
度
の
改
善
・
拡
充
へ
の
対
応

取
組
み
⑤
内
外
の
関
連
政
策
課
題
へ
の

的
確
な
対
応
。

　
計
画
の
主
要
項
目
は
次
の
と
お
り

（
項
目
の
み
掲
載
）。

Ⅰ
、
木
材
利
用
の
推
進

１
、
木
材
利
用
の
積
極
的
推
進

　
中
央
・
地
方
の
団
体
に
よ
る
消
費
者
視

（１）　
点
に
立
っ
た
多
角
的
な
木
材
Ｐ
Ｒ
の

　
推
進

　（２）
地
域
材
の
利
用
の
促
進
　
安
定
供
給
　

　
木
材
表
示
制
度
の
普
及
促
進
へ
の
取

（３）　
組
　

　
公
共
建
築
施
設
へ
の
木
材
利
用
の
促

（４）　
進
へ
の
取
組

　
公
共
施
設
等
へ
の
地
域
材
利
用
の
優

（５）　
先
使
用
に
つ
い
て
の
法
的
措
置
の
実

　
現
へ
の
対
応
　

２
、
木
材
加
工
新
技
術
の
開
発
促
進

　
木
材
利
用
及
び
木
材
産
業
に
関
す
る

（１）　
技
術
開
発
目
標
へ
の
対
応

　
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
技
術
の
開
発

（２）　
へ
の
対
応

　
木
材
の
調
査
・
実
験
の
実
施

（３）Ⅱ
、
木
材
産
業
構
造
改
革
の
推
進

１
、
木
材
産
業
の
再
編
整
備
へ
の
取
組

　
木
材
産
業
構
造
改
革
推
進
体
制
の
整

（１）　
備

　
木
材
産
業
の
再
編
へ
の
取
組

（２）　
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
見
直
し
へ
の

（３）　
取
組

２
、
建
築
基
準
の
性
能
規
定
化
、
住
宅

品
質
確
保
促
進
制
度
へ
の
対
応

　
乾
燥
材
の
生
産
、
供
給
の
促
進
対
策

（１）　
へ
の
取
組

　
地
域
住
宅
産
業
と
の
連
携
強
化

（２）　
住
宅
基
本
法
（
仮
称
）
へ
の
対
応

（３）３
、
生
産
加
工
・
流
通
体
制
の
再
構
築
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丸
太

木
材
（
用
材
）
の
需
給
の
実
績
と
見
通
し

国
　　
　　
　　
産
　　
　　
　　
材

（
95
.6
）

（
96
.6
）

年
　　
次

総
数

合
板
用

需
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
要

製
材
用

パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用

そ
の
他
用

総
数

総
数

13
, 0
74

13
, 2
26

12
, 8
10

（
10
1.
2）

（
96
.9
）

37
, 0
87

34
, 8
56

（
94
.0
）

（
97
.2
）

〈
6,
31
9〉

38
, 7
06

〈
7,
17
4〉

37
, 6
07

〈
7,
95
1〉

（
98
.3
）

2,
37
7

（
10
2.
5）

（
96
.6
）

（
95
.9
）

チ
ッ
プ

25
, 1
04

24
, 7
91

（
98
.8
）

輸
　　
　　
　　
　　
　　
入
　　
　　
　　
　　
　　
材

供
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
給

工
場
残
材

林
地
残
材

総
数

丸
太

合
単
板

〈
6,
31
9〉

〈
7,
17
4〉

（
11
3.
5）

〈
7,
95
1〉

（
11
0.
8）

35 95
（
27
1.
4）

14
3

（
15
0.
5）

74
, 4
88

72
, 0
50

（
96
.7
）

14
, 3
40

13
, 6
94

（
95
.5
）

15
, 9
42

14
, 8
65

（
93
.2
）

8,
50
2

8,
42
3

（
10
0.
9）

7,
89
7

（
92
.9
）

（
単
位
：
千

パ
ル
プ

）
K

そ
の
他

（
93
.6
）

8,
65
9

8,
10
1

（
99
.0
）

8,
02
2

2,
01
9

2,
09
7

（
10
3.
9）

（
10
9.
4）

2,
29
4

4.〈
　
〉内
は
、
工
場
残
材
及
び
解
体
材
・
廃
材
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

5.（
　
）内
は
、
前
年
比（
％
）で
あ
る
。

6.
　数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

15
年

14
年

（
98
.9
）

34
, 7
66

（
99
.7
）

36
, 9
79

（
98
.9
）

（
10
0.
5）

（
10
0.
2）

71
, 0
36

（
98
.6
）

14
, 3
98

（
96
.9
）

14
, 0
88

（
10
2.
9）

24
, 3
37

（
98
.2
）

12
1

（
10
0.
0）

（第577号）（第三種郵便物認可）平成18年4月25日（火曜日）

６
、
全
国
優
良
素
材
展
示
会
の
開
催

７
、
木
退
共
、
中
型
グ
ル
ー
プ
保
険
等

各
種
共
済
事
業
の
積
極
的
な
推
進

８
、
広
報
活
動
の
積
極
的
な
実
施

９
、
各
種
優
良
事
例
の
表
彰
の
検
討

　
平
成
18
年
の
木
材
需
給
見
通
し

　　　　
　
　
　
　
前
年
比
〇
・
二
％
増
の

　　　　　　　　　　　
　
　
　
　
八
千
六
百
四
十
九
万
一
千
K

17
年
見
込
み

18
年
見
通
し

２
、
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

３
、
第
四
十
一
回
全
国
木
材
産
業
振
興

大
会
の
開
催

４
、
全
木
連
情
報
化
へ
の
取
組

５
、
調
査
事
業
の
実
施

　
林
野
庁
は
、
三
月
二
十
九
日
に
木
材

需
給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
平

成
十
八
年
の
木
材
（
用
材
）
需
給
見
通

し
を
策
定
、
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
八
年
の
需

給
量
は
、
前
年
比
〇
・
二
％
増
の
八
千
六

百
四
十
九
万
一
千
k
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

　
需
要
の
目
安
と
な
る
新
設
住
宅
着
工

量
は
前
年
を
上
回
る
も
の
と
見
込
ま
れ

て
い
る
が
、
製
材
用
の
需
要
は
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
供
給
面
で
は
、
前
年
に
比
べ
、
国
産

材
は
わ
ず
か
に
増
加
、
輸
入
材
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
国
産
材
の
増
は

合
板
用
と
見
ら
れ
る
。

　
昨
年
九
月
に
修
正
し
た
見
通
し
よ
り

（
10
9.
1）

〈
7,
68
2〉

（
10
2.
7）

12
1

（
　8
4.
6）

〈
7,
68
2〉

（
　9
6.
6）

（
10
3.
1）

（
10
8.
7）

（
10
3.
4）

2,
45
6

（
10
7.
1）

16
年

平
成
13
年

91
, 2
47

17
年
見
込
み

18
年
見
通
し

91
, 2
47

16
, 7
59

16
, 7
24

15
, 9
82

16
, 0
77

88
, 1
27

2,
43
8

88
, 1
27

87
, 1
91

2,
63
6

（
10
8.
1）

87
, 1
91

16
, 1
55

16
, 0
12

8,
29
2

25
, 1
12

8,
58
7

14
, 4
68

14
, 3
29

73
, 2
45

16
, 4
34

（
10
2.
6）

16
, 5
55

（
10
2.
5）

89
, 7
99

（
10
3.
0）

2,
80
2

（
10
6.
3）

37
, 9
81

13
, 9
76

35
, 0
41

（
10
0.
8）

89
, 7
99

（
10
3.
0）

89
, 3
05

（
96
.1
）

33
, 3
55

（
95
.2
）

12
.6
70

（
90
.7
）

〈
7,
60
5〉

37
, 5
49

（
98
.9
）

2,
73
1

（
97
.5
）

86
, 3
05

（
96
.1
）

17
, 4
59

（
10
5.
5）

17
, 3
38

（
10
5.
5）

12
1

（
10
0.
0）

（
　9
9.
0）

68
, 8
46

（
94
.0
）

12
, 2
82

（
85
.7
）

13
, 3
05

（
92
.0
）

7,
95
9

（
92
.7
）

25
, 2
51

（
10
0.
6）

7,
64
9

（
92
.2
）

2,
40
0

（
97
.7
）

86
, 4
91

（
10
0.
2）

32
, 6
77

（
98
.0
）

13
, 2
18

（
10
4.
3）

〈
7,
36
2〉

37
, 8
22

（
10
0.
7）

2,
77
4

（
10
1.
6）

86
.4
91

（
10
0.
2）

17
.6
96

（
10
1.
4）

17
.5
75

（
10
1.
4）

〈
7,
36
2〉

（
96
.8
）

68
.7
95

（
99
.9
）

12
.1
05

（
98
.6
）

13
.3
42

（
10
0.
3）

7.
77
8

（
97
.7
）

25
, 4
78

（
10
0.
9）

7.
64
9

（
10
0.
0）

2,
44
3

（
10
1.
8）

資
料
：
平
成
13
年
～
平
成
16
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。

　　
注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

　　
　　
　　
2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

　　
　　
　　
3.
輸
入
の
構
造
用
集
成
材
が
需
要
の
そ
の
他
用
、
供
給
の
そ
の
他
に
含
ま
れ
て
い
る
。

製
材

〈
7,
60
5〉

（
99
.5
）

（
10
2.
7）

（
10
3.
2）

　（１）
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
（
無
利
子

　
資
金
）
の
活
用
と
運
用
の
円
滑
化
へ

　
の
取
組

　
政
府
系
金
融
機
関
の
融
資
制
度
の
充

（２）　
実
強
化
及
び
信
用
補
完
制
度
の
充
実

　
（
住
宅
、
木
材
産
業
、
林
業
）

３
、
税
制
改
正
へ
の
対
応

〜
　関
係
団
体
等
と
の
連
携
強
化
　〜

　
各
種
税
制
措
置
の
改
善
へ
の
取
組

（１）　
〜
　住
宅
ロ
ー
ン
減
税
等
へ
の
取
組
・

　
対
応
　〜

　
消
費
税
へ
の
対
応

（２）４
、
地
方
財
政
措
置
へ
の
対
応

５
、
中
小
企
業
関
係
諸
制
度
の
改
正
創

設
等
へ
の
対
応

６
、
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
に
向
け

て
の
取
組

Ⅵ
、
そ
　
の
　
他

１
、
全
木
連
等
団
体
の
活
性
化
の
推
進

百
七
十
九
万
二
千
k
減
少
し
て
、
八
千

六
百
三
十
万
五
千
k
と
な
る
見
込
み
。

　
住
宅
着
工
は
伸
び
た
も
の
の
、
木
材

需
要
に
は
結
び
付
か
な
か
っ
た
。
製
材

用
、
合
板
用
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
、

そ
の
他
用
各
需
要
と
も
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
で
あ
っ
た
。

　
供
給
面
で
は
、
国
産
材
は
前
年
比
プ

ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
輸
入
材
は
マ
イ
ナ

ス
で
あ
っ
た
。
総
数
が
減
少
す
る
中
、

輸
入
材
は
コ
ス
ト
増
な
ど
の
要
因
で
減

少
し
、
結
果
的
に
国
産
材
が
増
え
た
形

で
あ
り
、
国
産
材
の
シ
ェ
ア
は
久
し
ぶ

り
に
二
〇
％
台
と
な
っ
た
。

【
需
要
】

　
製
材
用
は
、
住
宅
着
工
量
の
増
加
見

通
し
に
も
関
わ
ら
ず
、
前
年
比
二
・
〇

％
減
の
三
千
二
百
六
十
七
万
七
千
k
。

　
合
板
用
は
、
需
要
増
が
見
込
ま
れ
、

前
年
比
四
・
三
％
増
の
千
三
百
二
十
一

万
八
千
k
。

　
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
は
前
年
比
〇
・

七
％
増
の
三
千
七
百
八
十
二
万
二
千
k
。

　
そ
の
他
用
（
集
成
材
等
）
に
つ
い
て

は
、
前
年
比
一
・
六
％
増
の
二
百
七
十

七
万
四
千
k
。

【
供
給
】

　
供
給
面
で
は
、
国
産
材
は
前
年
比
一

・
四
％
増
の
千
七
百
六
十
九
万
六
千
k
、

輸
入
材
は
前
年
比
〇
・
一
％
減
の
六
千

八
百
七
十
九
万
五
千
k
と
見
通
さ
れ
て

い
る
。

　
輸
入
材
の
中
で
は
、
丸
太
、
合
単
板

は
前
年
よ
り
減
少
。
製
材
、
チ
ッ
プ
、

そ
の
他
は
前
年
よ
り
増
加
。
パ
ル
プ
は

前
年
と
変
わ
ら
な
い
見
通
し
で
あ
る
。



平成16年6月からスタート！ 

一定の要件を満たした保証申込みに  
スピーディに応える無担保保証です。  

独立行政法人 農林漁業信用基金（林業部門）  
 副理事長　加藤　鐵夫加藤　鐵夫  

〒101-8506　東京都千代田区内神田1-1-12　コープビル11階 
TEL 03-3294-5581　FAX 03-3294-5595 
　　URL　http://www.affcf.com/forestry

 

お役に立ちます　林業・木材産業信用保証 
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の 増　　加 減　　少

保ち合い

強　含　み

強　含　み 弱　含　み

変らず

弱　含　み保ち合い

平成18年4月25日（火曜日） （第577号）（第三種郵便物認可）

　　乾
燥
材
の
講
習
会
を
開
催

　　　　　　　　　　最
新
の
技
術
情
報
を
提
供

　
全
木
連
は
、
三
月
に
全
国
三
会
場
で

「
乾
燥
材
生
産
の
た
め
の
最
新
実
用
技
術

と
設
備
導
入
に
つ
い
て
の
講
習
会
」を
開

催
し
た
。
全
体
で
百
五
十
名
を
上
回
る

受
講
者
が
あ
っ
た
。

　
木
材
乾
燥
の
必
要
性
は
徐
々
に
認
識

さ
れ
、
取
引
も
定
着
し
て
き
た
が
、
こ

の
間
の
乾
燥
技
術
の
進
歩
は
目
覚
し
い

も
の
が
あ
り
、
そ
の
実
情
や
実
用
事
例
、

今
後
の
方
向
な
ど
を
紹
介
す
る
た
め
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
全
木
連
で
は
、
平
成
十

二
年
に
作
成
し
た
「
わ
か
り
や
す
い
乾

岡
山
市
、
三
月
三
十
日
愛
知
県
名
古
屋

市
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
全
木
連
で
は
、
講
習
会
で
使

用
し
た
改
訂
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
販
売

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

18年3月分集計表
モニター数92　　回答数65　　回収率71％

増加38％（25）
増加35％（23）
上昇15％（10）
上昇49％（32）

増加48％（31）
増加37％（24）
上昇26％（17）
上昇40％（26）

58％（34）
37％（21）
59％（33）
16％（　9）
43％（23）

33％（20）

37％（22）
61％（34）
39％（22）
79％（45）
51％（27）

65％（39）

減少22％（14）
減少26％（17）
下降　3％（　2）
下降　0％（　0）

減少　4％（　3）
減少　8％（　5）
下降　0％（　0）
下降　2％（　1）

　5％（　3）
　2％（　1）
　2％（　1）
　5％（　3）
　6％（　3）

　2％（　1）

変わらず40％（26）
変わらず39％（25）
変わらず82％（53）
変わらず51％（33）

変わらず48％（31）
変わらず55％（36）
変わらず74％（48）
変わらず58％（38）

モニター数97　　回答数68　　回収率70％

増加26％（18）
増加25％（17）
上昇　9％（　6）
上昇29％（20）

増加51％（35）
増加31％（21）
上昇28％（19）
上昇22％（15）

68％（23）
50％（10）
70％（21）
14％（　7）

65％（13）

減少28％（19）
減少35％（24）
下降　7％（　5）
下降　9％（　6）

減少　6％（　4）
減少　9％（　6）
下降　4％（　3）
下降　3％（　2）

　3％（　1）
　0％（　0）
　3％（　1）
14％（　7）

　5％（　1）

29％（10）
50％（10）
27％（　8）
72％（36）

30％（　6）

変わらず46％（31）
変わらず40％（27）
変わらず84％（57）
変わらず62％（42）

変わらず43％（29）
変わらず60％（41）
変わらず68％（46）
変わらず75％（51）

燥
材
生
産
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
大

幅
に
書
き
換
え
、
乾
燥
技
術
の
最
新
動

向
や
各
地
の
最
近
の
乾
燥
設
備
導
入
事

例
を
豊
富
に
盛
り
込
ん
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
新
版
を
作
成
。
講
習
会
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
使
用
し
、
こ
れ
に
携
わ
っ

た
執
筆
者
が
自
ら
講
師
と
し
て
講
演
し
た
。

　
講
義
内
容
、
時
間
は
、「
各
種
乾
燥
技

術
の
現
状
と
実
用
事
例
に
つ
い
て
」「
乾

燥
材
生
産
・
技
術
の
動
向
と
今
後
の
取

り
組
み
」が
概
ね
各
一
時
間
ず
つ
の
構
成
。

　
開
催
日
、
会
場
は
、
三
月
十
三
日
宮

城
県
仙
台
市
、
三
月
二
十
二
日
岡
山
県


